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1月 25日（土）に、ふれあい館三国で、人権のまちづく

り交流会を開催しました。（参加者 72名） 

はじめに、三国中校区の子どもたち 3名が人権をテーマに

した作文を発表してくれました。「様々な環境のなか、勉強

できることに感謝」「いじめをすると相手も自分も傷つき、

そして自分にも跳ね返ってくる」「人権を守ること、人が人

であるための身近な権利」など、しっかり伝えてくれました。 

 

 

 

 

続いて、三国中校区人権問題啓発推進委員会から、10月に行った視察研修の報告がありました。熊本地震

で被災された南阿蘇村の人たちの復興にかかわる姿から、「人と人とのつながり」が災害時に大切であり、そ

のためにも普段から地域の人たちが豊かにつながることが大切だと感じたと、報告がありました。 

学習会では、講師に三国中校区在住の東川結（ひがしかわ ゆい）さん、ナビゲーターに松本博子さんをお

招きし、「こころのバリアフリー」のテーマでお話していただきました。東川さんが、小・中学校や高校生時

代に感じていた思い、短期大学で語学を学んだ理由、そして、息苦しい日本から、自分らしく過ごすために米

国のボストン留学にチャレンジした話などをしていただきました。ボ

ストンで自分が自分らしくいるために自らバリアを越えていくことを

学んだことや、自立を強く思う気持ちなどを話されました。これから

は、「アート（絵）をやっている東川結」として、絵本作りなどの活動

も広げていきたいと、目標を語ってくださいました。 

東川さんの行動力から、障がいの有無、国籍や肌の色、性別などの

多様性を認めあう社会や人とのつながりの大切さなど多くのことを学

びました。 

～～交流会に参加された方々の感想を紹介します。（アンケート一部抜粋）～～ 

 

 

 

 

 

 

【人権推の発表を聞いて】 
お互いが「人」を思う気持ちで繋がれば、い
ろんな人権問題は解決できると感じます。 

〇いつも笑顔で接してくれる東川さんに元気をもらっ
ています。車いす＝福祉という見方は、まだまだ根強
くあるなと感じます。障がいの有無でなく、中身を分
かってほしいという言葉にハッとさせられました。 

 
〇東川さんの積極性、勇気ある行動に感心しました。い
ろんな体験を通して、強く生きる姿に感動しました。 

小中学生の作文発表は心を打つ、
心に響くもので、とっても素晴ら
しいものでした。 



 

 

 

 

 

 

ご存知ですか？ 中学生のインカレッジ 

中学生の「勉強」や「おしゃべり」に寄り添ってくれる 

大学生･社会人の方を募集中！ 
 

 

 

 
 

 

毎週参加できなくてもOK！ 

のぞみが丘小学校の「生楽館」では、中学生の皆さんのために、 

勉強広場を開設しています！ 

 そこで広場で勉強を教えてくれる大学生や社会人のスタッフを募集しています。 

先輩大学生の皆さんは、勉強だけでなく、夏祭りや地域行事のお手伝いなども 

 楽しく活動しています。大人の指導者もいますので、安心して参加できますよ！ 
  

➢日時…毎週土曜日   午後 2時～午後 4時まで   

➢場所…のぞみが丘小学校の「生楽館」  
  

 
 

     

《お気軽にお問い合わせください》     

のぞみがおか生楽館 館長 中地 幸 75-6607 

のぞみいきいきアンビシャス広場   楠 良司 090-3602-8236 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

中学生の皆さんは、勉強 

わからなくて、ほったらか

しにしていないかなぁ～？ 

学校生活うまくいって

いるのかなぁ～？ 

【お問合せ先】 桜コンサート実行委員会 委員長 森山 洋光 080-1759-8916 

        なかよし地域ネット事務局 楠 良司 090-3602-8236    

 

4月 5日（日）に九州歴史資料館で桜コンサートを開催予定でしたが、新型コロナウイルス感

染拡大の防止のため、行事を中止することにしました。 

準備にご協力いただいた皆様、開催を楽しみにしていてくださった皆様、申し訳ありません。 

来年（令和 3年）は開催したいと思いますので、今後ともよろしくお願いします。 


